







































































































































































































































































































































































































の第 1 号から数号にわたって掲載された、「小学教育の改造」（第 1 号）、「小学教
育学の建設」（第 2 号）、「問題のつかまへ方と研究の方法」（第 3 号）、「再び問題






























































































































































































































































(2) 「旧職員座談会　成城小学校の誕生―成城小学校小史（一）―」『成城教育』第 4 号、
1957（昭和 32）年 10 月、50 頁
(3) 沢柳政太郎「余が小学校長となつた理由」成城学園沢柳政太郎全集刊行会編『沢柳
政太郎全集』（以下『沢柳全集』）第 4 巻、1979（昭和 54）年所収、89 頁。初出は『実
業之日本』第 19 巻第 23 号、実業之日本社、1916（大正 5）年 11 月
(4) 森徳治「【記録】成城小学校の自由教育」井野川潔・川合章編『日本教育運動史１明治・
大正期の教育運動』三一書房、1960（昭和 35）年、121 頁
(5) 藤本房次郎「新に開校せる成城小学校の実況」『帝国教育』第 418 号 1917（大正 6）
年 5 月、78 頁
(6) 同上
(7) 前掲 (2) 68頁。ちなみに、平田はそこで自分が採用試験のなくなってから同人になっ
た第一号であると証言している。ただし、落合盛吉によると、採用試験はなくなった
が、沢柳によるいわゆる「口頭試問」はあったとのことである（「牛込の成城・砧の
成城―成城小学校小史（二）―」『成城教育』第 5 号、53 頁）。落合は、1922（大正
11）年 10 月～ 1933（昭和 8）年 9 月まで在職
(8) 創設趣意は、前掲 (5) 藤本房次郎「新に開校せる成城小学校の実況」記載のものを
参照した。なお、創設趣意には各所に強調のための傍点が付されているが、本稿の引
用においてはすべて省略した。以下同様。
(9) 前掲 (2) 50 頁
(10) 前掲 (2) 51 頁
(11) 「小学教育」『沢柳全集』第 4 巻、259 頁。初出は成城小学校編『児童中心主義の教育』
第日本文華株式会社出版部、1919（大正 8）年
(12) 同上 263 頁
(13) 同上 268 ～ 269 頁
(14) 前掲 (5) 藤本 79 頁
(15) 同上
(16) 前掲 (2) 60 頁
(17) 和田は小学校において実際に教鞭をとってはいないが、和田の指導によって成城小
学校の教師たちは、理科の指導を行っていた。和田八重造は 1918（大正 6）年 1 月か
ら 1928（昭和 3）年 3 月まで成城中学校の博物科の教師（成城中学校高等学校『成城
学校八十年』1965（昭和 40）年「現旧教職員」）。
(18) 前掲 (3) 88 頁
(19) 同上
(20) 前掲 (11)
(21) 稲森縫之助「校長としての沢柳先生」『教育問題研究』第 96 号、1928（昭和 3）年 3 月、
24
23 頁
(22) 前掲 (2) 61 ～ 62 頁
(23) 同上
(24) 沢柳政太郎「成城小学校と教育の研究」『教育問題研究』第 10 号、1920（大正 9）
年 10 月、69 頁
(25) 「編輯室」『教育問題研究』第 2 号 1920（大正 9）年 5 月、100 頁。執筆は奥野庄太郎。
奥野は 1918（大正 7）年 11 月～ 1929（昭和 4）年 3 月まで在職。
(26) 河野照治「御指導を受けし日の追憶」『教育問題研究』第 96 号、1928（昭和 3）年 3 月、
77 頁
(27) 前掲 (2) 59 頁
(28) 沢柳の就学前教育観に関しては、拙稿「沢柳政太郎の就学前観」（『成城大学共通教
育論集』第 8 号所収）を参照されたい。
(29) 森徳治「教育発達史から見た成城教育」前掲 (2) 29 頁
(30) 掲載 (2) 67 ～ 68 頁
(31) 堀川掬「沢柳先生の思い出」成城学園初等学校『堀川掬遺稿集』教育改造・特集号、
1973（昭和 58）年、96 頁
(32) 渡邊煕一「追憶」前掲『教育問題研究』第 96 号、64 頁。渡邉は 1924（大正 13）年
4 月～ 1930（昭和 5）年 3 月まで在職。その後、浜野重郎と共に清明学園創立に参画
している。
(33) 前掲 (7) 57 頁。ちなみに、浜野は成城に在職しながら日本大学高等師範部国語漢文




の名前もある。村上については、1918（大正 7）年 8 月には小学校を退職していたが、
その後もドイツ語を教えに中学校に来ていた。（前掲 (2) 68 頁）
(35) 前掲 (2) 56 頁
(36) 前掲 (21) 26 頁
(37) 前掲 (2) 66 頁
(38) 荒垣恒明「[ 史料紹介 ] 小原國芳による問題点申告書」『成城学園教育研究所研究年
報第 35 集』成城学園教育研究所、2015（平成 26）年 3 月、86 頁
(39) 前掲 (21) 25 頁
(40) 河野照治「同人の道」『教育問題研究』第 61 号、1925（大正 14）年 4 月、166 ～
167 頁
(41) 中野光「解説（四）澤柳政太郎の学校論」『沢柳全集』第 4 巻、488 頁
(42) 中野光『大正自由教育の研究』黎明書房、1968 年、136 頁。傍点はもとから。
(43) 前掲 (2) 64 頁
(44) 前掲 (21) 24 ～ 25 頁
